
　当院には13名の認定看護師が在籍しており、各分野
の認定看護師が地域の方に向けた出前講座を行ってい
ます。今回、一次救命処置（BLS）に関する出前講座の依
頼があり、集中ケア認定看護師とクリティカルケア認定
看護師の2名がルートイン浜田駅前で研修を行いまし
たのでその様子を皆さんにお伝えしたいと思います。

　今回は12月25日にルートイン浜田駅前のホテル内
のレストランで一時救命処置の練習を行いました。事前
にルートインの担当者の方と打ち合わせを行い、一次救
命処置の練習も初めての方が多く基本的な対応（声かけ
や胸骨圧迫の方法、AEDの使用方法）を中心に研修を
行いました。研修当日には、ホテル従業員30名（受付、
清掃、レストラン関係等）が参加されていました。

　研修では人形を使用し、発見時の声のかけ方や胸骨
圧迫の方法、AEDの使用方法についてグループに分か
れ実技を中心に行いました。胸骨圧迫の練習の際には、
胸骨圧迫の深さや速さを専用のアプリで可視化し体験
してもらいました。研修を進めるにつれて、大きな声で
協力しながら練習されている様子が見られ、私たちも楽
しみながら研修を進めることができました。

　参加されたホテル従業員の方からも「ベッドの上で発
見した場合にはどうしたらいいですか」「ネックレスなど
の貴金属がある場合にはどうしたらいいですか」「心臓
マッサージをするときに、背中の下に固い板を入れたほ
うがいいですか」など質問される場面もありました。そ
の他にも「救命処置と聞いていたが楽しくできてよかっ
た」「可視化されていてとても分かりやすかった」「分かり
やすく楽しく学べた」と感想をいただきました。

　普段私たちは、院内急変対策チーム（Rapid Response 
Team）として、院内外の医療従事者に急変時の対応訓
練を定期的に行っていますが、今回のように地域の方に
急変対応をする機会は初めてであり、ホテル従業員の方
の多くの反応を嬉しく思いました。今回研修に参加する
ことができなかった方もおられたため、今後もルートイ
ン浜田駅前の要望に合わせながら引き続きサポートさ
せていただきたいと思っています。

　私たちは一次救命処置（BLS）以外にも、フィジカルア
セスメント（呼吸/循環/意識の評価）なども地域の皆
さんのご要望に応じて対応が可能ですので、いつでもご
連絡ください。

出前講座（BLS：一次救命処置）
集中ケア認定看護師　新田  美喜子
クリティカルケア認定看護師　中田  健 研
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　寒さの厳しい日が続きますが、皆様いかがお過ごしで
しょうか。浜田医療センターの初期研修医１年目の上野
知輝と申します。よろしくお願いします。１月の研修医だ
よりを担当させていただくことになりましたので、簡単に
自己紹介をさせていただきます。

　私は島根県安来市の出身で、中学と高校は松江市の
学校に通い、大学は島根大学医学部で過ごしました。小
学生のころからサッカーをしており、中学、高校、大学も
サッカーに打ち込んだ学生生活でした。部活動中心の学
生生活で、厳しいトレーニングなど辛いこともありまし
たが、今思い返すととても良い思い出です。大会では目
標としていたような成果を上げることはできませんでし
たが、一つのことを継続して取り組んだ経験は今でも私
の支えとなっています。働き始めてからは運動する機会
は減ってしまいましたが、時々地域のサッカーチームに
誘っていただき体を動かしており、とても楽しみな時間
となっています。

　４月から浜田市での生活が始まりましたが、島根県西
部にはこれまで何度か訪れたことがある程度で住むの
は初めてでした。初めは馴染めるのかやや不安に感じて
いた浜田での生活ですが、早くも１年弱が過ぎ、今では

すっかり居心地の良さを感じています。私がこれまで過
ごしてきた安来や出雲に比べ気候は穏やかで過ごしや
すい環境であり、人柄も暖かく、あじや赤天など美味し
い食べ物もたくさんあります。そんな浜田市での生活を
満喫していますが、まだまだ知らない浜田市の魅力もた
くさんあるはずなので、これからの生活で更に浜田の良
さを見つけていきたいと思います。

　浜田医療センターでの研修医生活ももう少しで１年が
経とうとしています。４月に入職した頃には右も左も分
からず、指導医の先生について歩くことしか出来ないよ
うな状態でした。どれほど成長できているのかは分かり
ませんが、ご多忙の中ご指導いただいている先生方や
温かく接してくださる医療スタッフの方々、また研修に快
くご協力くださる患者様たちのおかげで、まだまだ未熟
さを感じながらも日々研修を続けられています。こう
いった素晴らしい環境で研修できていることに感謝の
気持ちを忘れず、残りの研修生活も精一杯研鑽を積ん
でいきたいと思います。

　最後になりましたが、拙い文章にお付き合いいただき
ありがとうございました。寒い日がまだまだ続きますの
で、体調を崩されませんようくれぐれもご自愛ください。
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